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◆ イギリスの文化を学ぶ意味として重要なことは、それ

ぞれの国、地域の文化には多様な特徴があって、その多

様性の一つの事例を知るということにあると思います。

イギリスの文化というと、例えば『バッキングガム宮

殿の兵隊さん』とか『２階建てのバス』といった固定し

たイメージがあって、ある意味、わかりやすい文化だと

は思うのですが、そういったイメージはイギリス文化の

一面にすぎません。イギリスは多民族社会であって、文

化にも多様性があります。そういう意味でイギリスの文

化を学ぶということは、多様化しているいまの世界の状

況を考える上で、おもしろいサンプルになるということ

もあると思います。

「多文化」「多様化」「多

民族」という言葉の意味

するところは、実際はど

うなのか。特に日本にい

ると、なかなかイメージ

しにくいということがあ

ると思うのですが、イギ

リスは、それが日常にあ

ふれていますし、文化の

形成に、多くの影響を与

えています。こうした社

会を背景にして生み出さ

れたモノがどのような形

を取っているのか、とい

うことを見ることができ

る点で、イギリスは重要

な地域です。

国際学部国際文化学科　出羽　尚　講師

◆ 外国語を勉強しているときに、

「なぜ同じ意味なのに、こんなに言語

の種類があるんだろう」と思ってい

たのですが、「言語」の授業を聴いて、

その謎が解けました。この授業もお

もしろかったのですが一番興味があ

るのは美術で、大学院に進んで美術

史を学びたいと思っています。その

ためにも、これから予定されている

「美術」や「庭園」など、授業で扱う

領域をしっかり勉強していきたいと思っています。

同４年　橋本恵里

◆ 熱や流れを理論的に解析する研究で、特にターゲット

にしているのが「乱流」です。乱流現象はいまもってパー

フェクトに解けないため、いろんなモデルが使われている

のが現状です。乱流モデルを開発し、それを実験と比較し

ながらリファインしていくという研究を進めています。

応用的な面に関しては、工学に限らず、例えば魚の動き

方や川の流れ、そういう自然現象などにも適応しています。

数値計算は実験ではわからないことが見えてくることがあ

ります。無味乾燥な数式なのですが、実は、その中に自然

現象の本質が隠されているということが数値計算の魅力だ

と思います。

いまは、将来の水素経済社会への移行を踏まえ経産省の

支援を受けて水素の安全対策の研究を進めています。水素

が拡散した場合、どこにどのくらいの濃度が集まっていき、

どこで爆発するのか、というような水素の拡散プログラム

を開発しています。拡散のメカニズムがわかれば爆発させ

ないための対策が見えてきます。水素ステーションから水

素が漏れた場合に備え、どこに警報器

を設置すればいいのか、など水素を安

全に使うための指針とツールを提供す

ることを目指しています。

こうした研究とともにものづくり教

育を実践していますが、学生は潜在的

な力を持っていることをFormula-SAE

のプロジェクトでつくづく感じます。

学生の能力を引き出す場が研究以外に

もたくさんあっていいと思っています。

工学研究科機械知能工学専攻　杉山　均　教授
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◆ もともと「シャーロックホームズ」
の小説が好きだったことがイギリス

に興味を持つきっかけで、イギリス

の文化に触れてみたいと思うように

なりました。昨年、イギリスに留学

したこともあり、より深くイギリス

のことを学びたいと思ってこの授業

を選びました。いろいろな角度から

レクチャーしていただけるので、新

たな発見があります。現地の写真を

たくさん紹介してくれますので、自分もその場に行った気

になれます。 国際学部国際文化学科３年　鈴木康大

●研究室概要 ●授業概要

◆ 円柱の周りの流体の流れをコンピ

ュータでシュミレーションして乱流

の構造を解明する研究をしています。

円柱は原子炉の燃料棒を想定してい

るので、原子炉の中で起きる乱流で

熱の拡散をどう制御できるか、とい

うことに応用できるのではないかと

考えています。

工学研究科学際先端システム学専攻

２年　小手森俊紀

◆ 水素がどんなふうに拡散していく

のかを研究しています。燃料電池車な

ど「水素社会」に向けて水素のエネル

ギーとしての使い方が考えられている

中、水素を管理したり使用したりする

うえで水素の動きを知ることはとても

大切なことだと思っています。

同２年　高橋佳多

◆ 他大学にいましたが杉山先生から水素の拡散のお話を聞

き、たいへん興味深い内容だったので

この研究室に入ることを決めました。

それまでは実験がメインの研究でした

ので、ここでは基礎から学ぶことが多

くたいへんでしたが、解析手法などい

ろいろアドバイスをいただき問題解決

能力が養われたと思っています。

同１年　大島伸哉

◆ 隙間部分での乱流の解析が研究テ

ーマです。ここで研究のプロセス、

ノウハウを学び将来の仕事に活かし

たいと思っています。学部２年から

Formula-SAEに関わっていますが、

そこで得たものが大きいです。もの

づくりのすべてが詰め込まれている

と思います。 同１年　斎藤貴也

本研究室は、数値熱流体力学の研究と学生に

よるものづくり教育を実践しています。研究で

は、特に古典力学最後の問題と言われる乱流を

理論的に予測する研究を展開しています。現在、

経産省資源エネルギー庁支援により水素の浮力

乱流モデル、凝縮モデルを開発しています。同

時にアメリカの教育シス

テムFormu la -SAEを

2001年より導入、学生

とFormula車両を自作し

アメリカ大会に参戦する

など“ものづくり”を通

し学生の“ひとづくり”

に貢献しています。

●学生から

● 教員から

◆ 英語の教員を目指していますが、

教育実習で、ただ教科書の字面を追

っていくような勉強ではなく、その

後ろに隠れている文化的な背景を知

らなければいけないということに気

づきました。日本の英語教育は、発

音も文化もアメリカに偏りがちなと

ころもあるので、英語圏の一大拠点

であるイギリスのことももっと学ば

なければならないし、それを子ども

たちにフィードバックできる教員になれればと思っていま

す。 教育学部英語教育専攻３年　山根幸治

文化は実際に体験しなければ

真の理解は得られません。イギ

リス文化に直に触れることは簡

単ではありませんが、授業では

映像やコピーなどを使うことで

（たまに実物も登場！）、テクス

トだけでは得られない文化の

「力」を感じる機会を提供しま

す。それをきっかけに、受講生

が主体的に文化に触れようとす

る行動力を身に付けることが期

待されます。

（国際学部と教育学部の学生が

履修しています）
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●学生から     

    

    
●教員から

■ 今回ご紹介した授業の様子
および先生からのメッセージ
が動画でもご覧いただけます。

http://www.utsunomiyau.ac.jp/u_tunes/index.html


